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復興道路の発生土で復興まちづくりを支援
～大船渡市のまちづくりに初の提供～

国土交通省南三陸国道事務所では、震災の復興支援の一環として整備中の三陸

沿岸道路（吉浜～釜石）で発生する土砂を、大船渡市がＪＲ大船渡駅周辺で整備

中の住宅、商業、産業用地や、災害時に都市機能を維持できる拠点等の整備のた

めの復興事業に復興資材として提供し、有効活用することとしました。

大船渡市のまちづくりへの三陸沿岸道路からの土砂提供は今回が初となります。

概要説明を以下の日時から行いますのでお知らせします。

【日時】平成２５年１１月１１日（月）１０：００～

【場所】大船渡市大船渡町字茶屋前

○岩手県沿岸広域振興局では、管内の発生土調整のための会議を開催し、国・県・

市・町と調整を進めています。

○今回、その調整に基づき、大船渡市で整備しているＪＲ大船渡駅周辺地区の「土

地区画整理事業」および「津波復興拠点整備事業」への支援を図るため、三陸沿

岸道路（吉浜～釜石）の道路工事からの発生土約５万ｍ３を提供し、地盤かさ上げ

に活用します。

○今後も、関係機関で連携して、復興支援に努めてまいります。

※ 今 回 の 概 要 説 明 場 所 は 、 土 砂 の 受 け 入 れ 地 側 で 行 い ま す 。

土 砂 搬 出 側 で の 取 材 を い た だ け る 場 合 は 、 概 要 説 明 時 申 し つ け く だ さ い 。

概 要 説 明 場 所 か ら 、 土 砂 搬 出 先 へ の 移 動 に は 約 ３ ０ 分 必 要 と な り ま す 。

【発表記者会】

岩手県政記者クラブ、釜石記者クラブ、宮古記者クラブ、大船渡記者クラブ、東北専門記者会

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 南三陸国道事務所

〒 026-0301 釜石市鵜住居町第 7 地割 13-7 （代表）電話：０１９３-２８-４７３１

副 所 長 森 日吉（内線２０４）
もり ひ よ し

大船渡市 災害復興局

〒 022-8501 大船渡市盛町字宇津野沢 15 （代表）電話：０１９２-２７-３１１１

土地利用課長 木下 徹 （内線３４１）
きのした とおる

南三陸国道事務所のホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/minamisanriku/index.html



概要説明および搬出・搬入場所 案内図

■ 事業主体：大船渡市

・ 規 模 ： 土地区画整理事業 33.8ha、津波復興拠点整備事業 2.3ha

・ 期 間 ： Ｈ25～H32年度

・ 概 要 ： 東日本大震災により被災したＪＲ大船渡駅周辺地区の面的整備。
→ 三陸沿岸道路から発生する土砂等の提供により復興まちづくりの促進を図ります。

ＪＲ大船渡駅周辺地区の復興整備事業

搬出場所

仮）吉浜ＩＣ

概要説明および
搬入場所


